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早稲田大学理工学術院創造理工学研究科建築学専攻中谷礼仁研究室修士 2年 5219A100-3 本間菫子漫画「まちの鍵屋」の舞台を設計する

■研究手法

■計画

1. 漫画「まちの鍵屋」を描く

　建築を計画し建てることは、建築物そのもの作り出すだけ
でなく、その中で行われる行動や、集まる人や物、それらに
より引き起こされる地域や社会の変容も作り出すことでもあ
る。
　表現作品はそれを受け取る人間が思考したり想像を巡らせ
たり新しい表現を作り出したりするきっかけになる。人間の
思考や想像をかきたてることも「建築すること」であると考え、
本計画を行う。

　表現作品として漫画を描き、その物語に登場する建築およ
び空間の計画、設計を行う。漫画のストーリーには描かれな
い設定まで計画、設計を行うことで、漫画の世界観の奥行き
を増し、受け取り手の想像をかきたてる効果をより増やすこ
とができる。

　少年がある町の鍵屋を訪ねてくる。少年は自宅の郵便受け
に届いた不思議なチラシを頼りに鍵屋を訪れたのだった。
　鍵屋は商店街にあるごく普通の店舗だが、少年がチラシを
見せると裏の顔としての店舗に切り替わる。心の扉を閉ざし
た人を元のように元気にさせる仕事も請け負っている「ここ
ろの鍵屋」に、少年は引きこもりになった双子の姉を助けて
欲しいと依頼する。しかし依頼料は高額で少年に払える金額
ではなかった。
　借金をする覚悟があると意気込む少年に対し、鍵屋は依頼
を考える前に、「こころを開く」ということが実際にはどうい
うこと意味するのか知っておくべきだとして、鍵屋の仕事に
同行し見学してみてはどうかと提案する。

1-1.　あらすじ

少年（吉田かい）
鍵屋に姉を助けてほしいと依頼に
きた中学生

吉田みか
少年の双子の姉。一年前から話さなく
なり、学校も行かなくなった。弟や母
ともコミュニケーションをとらない。

吉田はるか
双子の母。仕事が忙しく夜中まで働い
ているため娘のことは心配しているも
のの、詳しく聞けないでいる。数年前
に離婚して双子を育ててきた。元夫か
ら養育費をもらえていない。

香田憲司（こうだけんじ）
少年の中学校の教師。少年の部活の顧
問でもあり、指導の的確さや性格から
生徒から人気が高いらしい。

多田瑛子（えいこ）
引きこもりの息子の件で鍵屋に依頼し
た。息子の現状に対し様々な手段を講
じてきた。

感情
人のこころの中にあり、人が生きてい
るだけで撒き散らしているもの。一般
的にすぐ消滅するが、強いものは消滅
までに時間がかかる。手のはえた魚の
ような姿をしており、群れを作ると実
体化して攻撃的になる。

多田行平（ゆきひら）
数年来自室にこもっている。家族との
仲は険悪。

鍵屋
商店街の鍵屋。鍵も物も壊してばかり
で客は殆ど来ないが、裏の稼業の「こ
ころの鍵屋」は繁盛している。表の仕
事を裏の仕事を行うときに容姿を変え
ているため、商店街の人たちには二人
で暮らしていると思われている。

鍵屋
鍵屋の営業を担当。紙飛行機を使った
ピンポイントに顧客に届けるチラシ配
達で鍵屋の売り上げに貢献している。
鍵屋とは数ヶ月前に知り合ったばかり
だが気が合う。
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計画 1　鍵屋店舗（表）

　商店街に鍵屋の店舗。仕事の腕が良くないため地元
の客は滅多にこない。二階は鍵屋の住居になっている。
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1-2.　登場人物の相関図
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漫画「まちの鍵屋」の舞台を設計する

計画３　戸建て住宅（多田家）

計画 2　アパート（吉田家） 計画 4　鍵屋店舗（裏）

計画 5　執行対象（こころの中の空間）

 B

 B’
650 1950

30 30

6501950

12
40

1500650 1500

17
45

1825

30

16
25

12
41

0

30

13
00

16
25

97
5

39
00

6501825

13150

X6

Y6

X3

Y5

X2 X4

Y8

X11X9

Y4

Y7

X7X1 X5 X10X8

Y2

Y1

Y3

 A  A’

2 階平面図　S=1/200

N

0 2m

X12X7

Y6

X6

Y9

X10

Y8

Y5

X15X11X3X2

Y10

X5 X13 X14

Y3

Y10

X1

Y4

Y7

Y1

Y2

X8X4

Y10

X9

20800

650

65
0

65
0

1300 19501300 13002350

65
0

1550

16
25

19
50

1300 3250

54
0

1950

32
5

1300650650

65
0

96
40

13
00

1300

97
5

32
5

A A’

B’

B

吉田家が二階に入居しているアパート。中学校まで歩いて
10 分。吉田家は５年前に引っ越ししてきた。

大きい住宅が立ち並ぶ住宅街の一角にある。
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鍵屋の店舗内の紐を引き、表の店舗と裏の店
舗が入れ替わることで現れる。表の店舗と同
じ場所に存在するが、範囲の限界がない。こ
ころの中と同じような様々な空間が多々あり、
鍵屋が執行対象のこころの中に入った際の対
応訓練の場にもなっている。これは鍵屋が行
く先々で拾ってくる「感情たち」の作用によ
るものであり、そのため「感情たち」が消え
ていくとそれらの空間も消滅する。元の店舗
の部分だけは消滅しないため、顧客はそこに
案内され契約を結ぶことになる。

断面図


